








要約:ネフローゼ症候群患児の活動期および寛解後の尿について VPFassay を行ない、活動

期の尿がモルモットの皮膚の血管透過性を亢進させ、ラットの尿蛋白を増加させた。さら

に、アフィニティカラムにて分離精製した活動期尿中アルブミンに、PI5・5 以上の等電点

の高い部分が存在することや、VPF 活性を増強させることが確認された。 


